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A22c MOAと IRSFによる南天における遠方GRB探査計画
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我々MOA（Microlensing Observations in Astrophysics）グループはニュージーランドのMOA望遠鏡を用いて
MACHOs探索及び系外惑星探索を行っている。
今回、MOA-II 1.8m光学望遠鏡と名古屋大学 Z研が所有している南アフリカ 1.4m IRSF赤外望遠鏡の連携観測

により、南天における高赤方偏移GRBの特定を行う。GCN(Gamma-ray burst　 Coordination Network)からの
GRB情報をMOAで受け取り、観測。特に暗い残光、残光未検出の場合は高赤方偏移候補として IRSFへ情報を送
る。それぞれの結果はGCNに送られ、高赤方偏移候補はすばる望遠鏡などで分光観測が行われる。このような連
携観測によりすばる望遠鏡による分光観測候補選定、高赤方偏移GRBの発見数増加に貢献する。同時にMOA広
視野カメラと変光天体リアルタイム検出システムを利用して、位置決定精度の低いGLASTが検出するGRBの残
光探索を行う。
本講演ではMOA-IRSF連携GRB観測システムの準備状況を報告する。また、MOA-II望遠鏡及び広視野カメラ

MOA-cam3の詳細についても報告する。


